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え
に
賛
成
だ
が
見
解
は
。
r
特
色

あ
る
学
校
教
育
に
は
、
各
学
校
が

特
色
を
し
っ
か
り
と
打
ち
出
し
実

現
す
べ
き
で
は
。
t
公
教
育
へ
の

信
頼
に
つ
い
て
決
意
は
。

教
育
長

q
区
独
自
採
用
教
員

受
け
入
れ
校
へ
は
、
校
長
の
学
校

経
営
方
針
等
に
そ
の
活
用
方
法
を

明
確
に
位
置
づ
け
る
よ
う
指
導
す

る
。
区
内
留
学
教
員
受
け
入
れ
校

へ
は
研
修
で
習
得
す
る
技
能
を
明

確
に
さ
せ
る
な
ど
だ
。
w
毎
月
の

校
長
連
絡
会
で
の
講
話
や
重
点
支

援
校
へ
の
訪
問
で
、
発
想
や
改
善

の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
な
ど
指
導

し
て
い
る
。
e
す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ

ク
で
異
な
る
タ
イ
プ
の
学
校
か
ら

学
校
選
択
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

検
討
を
進
め
る
予
定
だ
。
r
子
ど

も
の
実
態
等
に
応
じ
た
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

t
保
護
者
や
区
民
の
期
待
に
応
え

る
公
立
学
校
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

q
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
わ
か
り
や

す
く
し
て
は
。
w
研
修
会
へ
講
師

と
し
て
参
加
し
積
極
的
な
普
及
啓

発
を
し
て
は
。
e
社
会
福
祉
協
議

会
が
法
人
後
見
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

は
。
個
人
後
見
と
の
違
い
は
。

r
区
長
申
立
て
の
実
績
は
。
t
地

域
の
事
業
者
や
公
証
役
場
と
連
携

し
不
動
産
売
買
の
公
正
証
書
の
活

用
に
考
え
は
。

福
祉
高
齢
事
業
部
長

q
改
訂

q
策
定
中
の
耐
震
改
修
促
進
計

画
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
区

全
域
の
住
宅
の
耐
震
化
率
の
目
標

を
90
％
と
し
て
い
る
が
、
実
現
へ

の
決
意
は
。
w
木
造
住
宅
の
建
て

か
え
支
援
を
対
象
地
域
以
外
へ
拡

大
し
て
は
。
e
区
で
支
援
す
る
す

べ
て
の
木
造
住
宅
に
、
住
宅
品
質

確
保
促
進
法
に
よ
る
10
年
保
証
を

つ
け
て
は
。
r
区
内
の
建
築
士
な

ど
と
施
工
方
法
を
協
議
し
品
川
版

施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な

ど
で
、
安
価
で
安
心
で
き
る
シ
ェ

ル
タ
ー
の
住
宅
改
修
が
可
能
で
は
。

区
長

q
高
い
目
標
値
だ
が
、

達
成
に
向
け
努
力
を
す
る
。
w
制

度
の
導
入
効
果
を
踏
ま
え
検
討
課

題
と
す
る
。
e
建
て
か
え
支
援
の

要
件
と
す
る
か
検
討
す
る
。
r
都

で
は
安
価
で
信
頼
で
き
る
耐
震
改

修
工
法
や
装
置
の
公
募
等
を
行
っ

て
お
り
、
区
の
支
援
も
都
が
選
定

し
た
工
法
や
装
置
を
対
象
と
す
る

予
定
だ
。
設
置
に
際
し
て
は
区
内

関
係
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
協
力
体
制
を
構
築
す
る
。

教
育
に
つ
い
て

q
区
独
自
採
用
教
員
、
区
内
留

学
教
員
を
受
け
入
れ
る
学
校
の
体

制
へ
の
指
導
は
。
w
校
長
の
学
校

経
営
に
対
す
る
教
育
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
必
要
な
の
で
は
。

e
教
育
委
員
会
の
「
適
正
規
模
は

生
徒
の
数
が
少
な
い
か
ら
学
校
を

無
く
す
わ
け
で
は
な
い
」
と
の
考

に
際
し
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

も
の
に
す
る
。
w
積
極
的
に
対
応

す
る
。
e
個
人
後
見
と
比
較
し
て
、

継
続
的
・
安
定
的
な
支
援
が
可
能

な
こ
と
、
区
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
連
携
に
よ
り
福
祉
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
な
ど
だ
。

r
平
成
19
年
10
月
末
現
在
で
75
件

だ
。
t
必
要
に
応
じ
積
極
的
な
公

正
証
書
の
活
用
に
努
め
る
。

平
成
17
年
度
海
外
調
査
団
か
ら
の

提
言
に
つ
い
て

q
調
査
団
が
一
体
と
な
り
報
告

書
を
作
成
し
、
区
へ
提
言
を
行
っ

た
。
新
聞
社
か
ら
も
よ
く
出
来
て

い
る
と
の
言
葉
を
頂
い
た
、
こ
の

報
告
書
へ
の
評
価
は
。
w
提
言
の

取
り
組
み
の
展
開
に
つ
い
て
3
幼

稚
園
、
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連

携
は
。
e
小
規
模
・
多
機
能
の
預

か
り
保
育
の
充
実
は
。
4
授
乳
室
、

経
緯
等
は
。
e
評
価
さ
れ
た
内
容

は
。
e
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
制
度
を
活
用
し
た
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
が
行
わ
れ
る
が
、
特
徴
等

は
。福

祉
高
齢
事
業
部
長

q
町
会

長
会
議
等
へ
の
説
明
や
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
等
で
意
見
を
伺
い
、
防

災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
な
ど
の
防
災

機
能
の
充
実
等
を
、
計
画
に
反
映

さ
せ
た
。
w
3
指
定
手
続
き
に
準

じ
公
募
を
行
い
、
４
事
業
者
を
選

定
委
員
会
で
審
査
し
決
定
し
た
。

e
法
人
の
運
営
実
績
な
ど
だ
。

e
生
活
の
場
と
し
て
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
居
室
基
準
を
上
回
る

豊
か
な
個
人
空
間
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
な
ど
が
特
徴
だ
。

八
潮
地
域
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

q
八
潮
団
地
は
全
体
を
一
つ
の

都
市
計
画
施
設
と
し
て
定
め
て
い

る
。
都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
な
ど
は
。
w
3
ま

ち
づ
く
り
検
討
会
の
部
会
に
お
け

る
取
り
組
み
状
況
は
。
e
地
域
住

民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
１
位
に

挙
げ
ら
れ
た
高
齢
者
対
策
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
4
品
川
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
は
。

区
長

q
現
在
の
良
好
な
居
住

環
境
を
引
き
続
き
保
全
し
て
い
く

内
容
を
地
区
計
画
に
盛
り
込
む
方

向
で
、
都
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

学
校
跡
施
設
の
転
用
が
良
好
な
居

住
環
境
の
保
全
と
の
趣
旨
に
反
し

な
い
か
検
証
す
る
。
w
3
検
討
委

員
会
と
し
て
の
意
見
を
取
り
ま
と

め
、
区
へ
の
提
言
を
行
う
予
定
と

伺
っ
て
い
る
。
e
検
討
委
員
会
か

ら
の
提
言
等
を
踏
ま
え
つ
つ
具
体

的
な
検
討
を
進
め
る
。
4
具
体
的

な
方
向
性
を
整
理
す
る
。

オ
ム
ツ
を
替
え
ら
れ
る
部
屋
の
整

備
は
。
5
保
育
園
児
の
朝
食
の
あ

り
方
は
。
6
顧
客
満
足
度
の
調
査

は
。
e
今
後
、
施
策
の
展
開
が
図

ら
れ
る
内
容
は
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
少
子

化
対
策
に
関
す
る
効
果
的
な
事
業

等
が
数
多
く
提
案
さ
れ
て
い
る
。

w
3
成
果
発
表
会
の
開
催
を
予
定

し
、
成
果
を
踏
ま
え
拡
大
す
る
。

e
新
た
な
短
時
間
就
労
支
援
型
の

保
育
室
と
し
て
制
度
化
を
検
討
す

る
。
4
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る
乳
幼

児
施
設
と
し
て
の
機
能
を
充
実
し

支
援
事
業
を
実
施
す
る
。
5
家
族

そ
ろ
っ
て
朝
ご
は
ん
運
動
を
実
施

し
て
い
る
。
6
第
三
者
評
価
に
お

け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
を
活

用
し
た
園
運
営
の
改
善
な
ど
取
り

組
ん
で
い
る
。
e
企
業
と
の
連
携

に
よ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
な
ど
、
提
言
の
趣
旨
を
生

か
し
た
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

q
放
置
自
転
車
で
乱
れ
て
い
た

国
道
沿
い
の
歩
道
空
間
が
、
国
土

交
通
省
、
区
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
三
者
に
よ
る
協
定
で
季

節
の
草
花
の
花
壇
に
変
わ
っ
た
。

区
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
と
の
連
携
・
協
力
の
し
く
み

づ
く
り
を
構
築
す
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。
み
ど
り
と
花
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
現
況
と
今
後
に
つ
い
て

等
は
。
w
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
気
分

よ
く
楽
し
め
て
、
周
辺
の
人
々
か

ら
も
親
し
ま
れ
る
な
ど
の
配
慮
が

必
要
だ
。
現
況
等
を
伺
う
。
e
勝

島
運
河
の
花
海
道
の
現
況
な
ど
は
。

r
立
会
川
の
護
岸
に
つ
い
て
の
現

況
等
は
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
71

団
体
、
845
名
の
方
が
登
録
し
活
動

し
て
い
る
。
清
掃
道
具
や
花
の
苗

の
支
給
を
行
う
な
ど
側
面
か
ら
支

援
し
、
今
後
も
拡
大
す
る
。
w
現

在
、
東
五
反
田
で
12
区
画
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
20
年

２
月
に
は
南
大
井
の
み
な
み
児
童

遊
園
の
一
部
に
お
い
て
55
区
画
を

提
供
す
る
予
定
だ
。
適
地
が
あ
れ

ば
拡
大
を
検
討
す
る
。
e
花
海
道

だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ

ハ
の
蝶
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

地
域
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
r
溶
岩
パ
ネ
ル
等
の

設
置
も
完
了
し
、
地
域
の
方
々
で

完
成
記
念
の
式
典
が
行
わ
れ
た
。

都
市
間
交
流
に
つ
い
て

q
区
が
進
め
て
い
る
交
流
事
業

に
つ
い
て
、
都
市
間
で
締
結
さ
れ

る
基
本
協
定
等
の
内
容
は
。
w
国

内
の
２
か
所
の
山
北
町
と
早
川
町

は
区
か
ら
南
方
に
あ
る
。
他
方
面

と
の
交
流
先
の
拡
大
に
考
え
は
。

e
区
に
在
住
す
る
主
要
国
籍
別
人

員
調
査
で
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
外
国

人
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
こ
の

現
状
を
踏
ま
え
、
英
語
文
化
圏
の

み
な
ら
ず
今
で
き
る
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

区
民
生
活
事
業
部
長

q
山
北

町
と
早
川
町
と
は
、
心
の
ふ
れ
あ

う
交
流
を
通
じ
て
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
潤
い
の
あ
る
区
民
生
活

の
実
現
を
内
容
と
し
交
流
協
定
を

結
び
、
災
害
時
の
相
互
援
助
協
定

も
締
結
し
て
い
る
な
ど
だ
。
w
当

面
す
る
事
業
充
実
に
力
を
注
ぐ
こ

と
が
大
切
だ
。

総
務
部
長

e
直
ち
に
交
流
を

進
め
る
状
況
に
は
な
い
が
、
地
域

で
の
国
際
交
流
に
努
め
る
。

学
校
施
設
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

q
小
中
一
貫
校
、
伊
藤
学
園
が

開
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
旧
原
小
学

校
跡
地
の
、
利
用
計
画
案
の
概
要

が
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
。
区
民
の
声
を

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
反
映
さ
せ

た
の
か
。
w
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
幼
保

一
元
施
設
は
、
同
一
法
人
に
よ
る

複
合
的
な
運
営
を
め
ざ
し
て
指
定

管
理
者
が
決
定
さ
れ
た
。
3
そ
の

本間　隆　議員（民主）

みどりの街なみ整備について

ネ
ッ
ト�

無
　会�

無
　ク�

民
　主�

共
　産�

公
　明�

自
　民�件　名�

○ ○ × ○ ○ ○ ○ �

○ ○ × ○ ○ ○ ○ �

○ ○ × ○ ○ ○ × �

× × ○ × × × ○ �

議
決
結
果�

可決�

可決�

可決�

否決�

○：賛成、×：反対、（　）内は所属議員数�

意見の分かれた議案�平成19年第4回定例会�

（11）�（8）�（7）�（6）�（4）�（2）�（2）�

一般職の任期付職員の採用に関する
条例�

学校教育法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例�

区立学校設置条例�

出産祝い金条例�

石
田
　
秀
男
　
議
員

（
自
民
）

耐
震
化
に
つ
い
て


